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行政書士法人 代表 倉敷昭久さんに聞く

飼い主が万が一の時の備えを

金銭信託 も選択肢

米子市は、災害時に飼い主が大切なペットと安

全に避難して一緒に暮らせるよう、取り組みを進

めている。ペットと共に避難するための手引きと

して「ペット防災手帳」を作成。皆生温泉の旅館

「松涛園」（同市皆生温泉４丁目）の運営会社と

災害時のペット同伴避難に関する協定を結び、ペ

ットとの避難体制の充実を図っている。

災害時に市の要請で同伴避難が可能となる松涛

園は昨年 月、原則的に愛犬と宿泊する施設とし

て改装。元日の能登半島地震でペットを連れた避

難に関する課題が報道されていたのを受け、市が

旅館を運営する「シーエイチエス」に協力を打診

していた。

これまでは、ペットを連れて避難所の敷地内ま

で避難できる「同行避難」はできるが、ペットと

飼い主が同じ建物の屋内で避難できる「同伴避難」

はできなかった。協定により、災害時には市の要

請に応じてペットと飼い主が一緒に避難できる専

用避難所として同旅館を使用でき、犬以外のペッ

トも受け入れる。

市が2021年に作成したペット防災手帳は、しつ

けや持ち出し品といた日頃の備えや避難所での心

構えが書いてあるほか、ペットの名前や特徴、病

歴、ワクチンの接種記録などを記入できるように

なっている。

ペット避難の協定締結を受け、市はペット防災

手帳に新たに同行避難と同伴避難の違いを明記す

るなど、８月に手帳の一部リニューアルを予定。

引き続き市役所や市クリーンセンター、市内の動

物病院９カ所で配布するほか、市ホームページか

らダウンロードもできる。

市環境政策課の宮脇孝志担当課長補佐は「大切

な家族と安全に避難できるようにするためにも、

日頃の備えに役立ててもらいたい」と話した。

（戸田大貴）
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食生活の改善などもありペ

ットの寿命が延びているとい

う。こうした中、ペットが飼

い主よりも長生きするケース

も考えられる。米子市の行政

書士法人「ＯＲＣＡ（オルカ）」

の代表で、財産管理を手がけ

る「グライフ信託」の会長も

務める倉敷昭久さんは「ペッ

トのその先を考慮した事前の

備えが大切」として、金銭信

託を有効な選択肢として挙げ

る。

「信託」とは資産を信託会

社や信託銀行と呼ばれる有資

格の事業者に託して管理・運

用してもらうこと。ペットの

場合、飼い主に何かあった場

合に預かってもらう施設や葬

儀方法など、事前に決めてお

くことが大切で、「シルバー

ライフに向けた準備の中にペ

ットのことも加えてほしい」

と呼びかける。

実際に認知症や介護施設へ

の入居によってペットの世話

に手が回らなくなったという

困りごとを聞く機会が増えて

いるという。

金銭信託を活用するのに大

切なのは、ペットの一生に必

要な費用を計算し、預ける施

設や葬儀先などを決めておく

ことだ。行政書士と相談し、

相手先と事前に契約を結んで

おけば確実だという。

次に必要な費用を賄うため

の提案を信託会社から受けて

検討する。契約内容に伴って

発生する費用は信託会社を通

じて支払われるため、飼い主

に万が一の事態が起きたとし

ても契約内容に沿ったケアが

施される。

倉敷さんは「仮に健康面に

不安があり、ペットを飼えな

くなったとしても預け先に会

いに行くこともできる。 歳

からの人生設計を考える場合

や健康寿命を意識するように

なったら、ペットのその先を

考えてほしい」と話す。

（川口耕）
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ペットを家族の一員として大切に扱う人が増えている。そうした

中、犬猫の保護や譲渡などの活動を通して動物愛護の普及啓発を図

る取り組みや飼い主が亡くなった後に備える仕組みが整備されてき

ている。米子市も災害にペットと一緒に避難することができるよう

に皆生温泉の旅館と同伴避難の協定を結んだ。人も動物も安心して

住むことができる社会づくりが鳥取県西部でも進められている。
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な
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、
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取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

米
子
保
健
所
の
犬
管
理
所
で
行
っ

て
き
た
犬
猫
の
飼
養
や
譲
渡
機
能
を

引
き
継
ぎ
、４
月
か
ら
運
用
を
開
始
。

施
設
で
は
成
犬
５
匹
以
上
、
成
猫

匹
以
上
を
収
容
で
き
、
で
き
る
だ
け

快
適
な
生
活
を
し
て
ほ
し
い
と
各
所

に
工
夫
を
凝
ら
す
。

施
設
内
で
は
犬
と
猫
そ
れ
ぞ
れ
の

導
線
を
完
全
分
離
す
る
こ
と
で
、
感

染
症
対
策
を
徹
底
。
猫
飼
養
室
に
は

一
部
屋
ご
と
に
足
場
を
設
置
し
、
犬

飼
養
室
に
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
隣
接
。

適
度
な
運
動
で
動
物
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ち
の
ス
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レ

ス
緩
和
に
つ
な
げ
る
。
入
り
口
正
面

に
は
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ラ
ス
張
り
の
猫
展
示
室
を
設

け
、
譲
渡
適
性
の
あ
る
猫
の
様
子
を

来
館
者
が
見
学
で
き
る
よ
う
に
し

た
。動

物
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
動
物

愛
護
の
普
及
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発
に
も
力
を
入
れ

る
。
保
護
し
た
犬
や
猫
は
、
人
に
な

れ
さ
せ
る
社
会
化
の
訓
練
を
施
し
、

譲
渡
会
で
新
た
な
飼
い
主
へ
と
つ
な

げ
る
。
譲
渡
の
際
に
は
飼
い
主
に
責

任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
飼
育
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
動
物
の
適
正
な
飼
育

方
法
や
犬
猫
の
特
性
を
教
え
る
講
習

会
を
実
施
。
飼
育
後
も
不
安
や
悩
み

を
資
格
を
持
つ
専
門
家
に
無
料
で
相

談
で
き
る
「
い
ぬ
ね
こ
相
談
会
」
を

毎
月
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１
日
曜
午
前

時
〜
正
午
に

実
施
す
る
な
ど
、
飼
育
前
か
ら
み
と

る
と
き
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体

制
を
整
え
る
。
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る
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か

れ
た
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を
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け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
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犬猫の保護や動物愛護の啓発を行う県西部犬猫センター オーリブ
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